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陳  情  第  ４１  号 令 ６．１２．１０ 受 理 

（件 名） 
（仮称）かごしま郡山風力発電事業について 

 
 
（提出者） 

鹿児島市郡山町３９４６番地２ 
        臼 井 秀 吉   ほか８人 
 

（陳情の要旨） 

私（連名者のうちの１人）たち夫婦は、長男が生まれてすぐ心臓に疾患が見つかったことから、

子供の療育のことも見据えて、８年前に故郷である自然豊かで静かな環境の郡山岳町梨木野地区に

帰り生活している。実家をバリアフリーに配慮した家に建て替えており、現在、子供は上から順に

１３歳、７歳、２歳、０歳と４人おり、日々子育てに奮闘している。長男は手術をし、本人と家族

の努力もあり術後の回復は順調で、手足に麻痺は残るものの車椅子に頼らず移動できるようになっ

た。 

環境影響評価準備書時点での計画では、私の自宅から７００～８００メートルの位置に最大の高

さが１５４メートルほどの大型の風車、８号機と９号機が建つとのことであった。しかし、その後、

鹿児島県から出された知事意見では、「風車から１キロメートル程度離れた住民から騒音の苦情が

寄せられている事例があることから、風力発電設備等の配置等の取りやめや変更を検討し、その結

果を評価書に記載すること。」と述べていただき、これは我々家族のことも配慮してのことと受け取

り、新たに公開される計画は知事意見を反映されたものになると信じていた。 

しかし、２０２４年１１月１７日に梨木野地区の住民限定で開催された説明会の日、その日は下

の子が明け方に生まれたばかりで多忙だったが、義母に子供たちを預けて説明会に参加し、詳細を

知って愕然とした。計画の見直し案では、２機とも私の自宅から６００～７００メートルの位置に

近づくとともに、風車のブレードが１０メートル長くなり、最大の高さが１５９メートルに変更さ

れたものだった。 

冒頭で述べたとおり、私の長男は心臓に疾患があり、障害者手帳が交付されている。下の子もま

だ小さい。風力発電施設から発せられる騒音や低周波は心臓に疾患のある人への影響があると報告

されている。因果関係は研究されていないため証明されないものの、悪影響が考えられる。 

この計画がこのまま着工されれば、長男の命の危機である。私の家族の事情を考えると梨木野地

区に住み続けることは困難になる。なぜ、以前から故郷の梨木野地区に帰り住んできた私たち家族

が無視され、後から計画された事業に対して自ら家族の事情をさらけ出さなければならないのか。

全く配慮してもらえない現状に困惑している。 



我々友人一同も郡山で共に育った同級生として、この事業計画の内容については地域の環境を理

解しているとは思えない。当事者家族は自治会にも所属している。本岳自治会長は、県と市に対し

てこの土地に風車を建てることを推進する陳情書を提出するほど事業者と協議を行っている。当事

者家族の事情は、自治会から事業者へ伝わっていなかったのだろうか。 

このようなそごが生じるのは、この事業に対する地域からの情報収集に偏りがあり、意見が正し

く反映されたものではないからだと思う。 

ついては、当事者家族が今後も静かな環境で子育てができるよう、下記事項について陳情する。 

 

 

記 
 

１．鹿児島市においては、知事意見にのっとり、風車が住宅から１キロメートル以上離れるよう県

及び事業者に伝えること。 

２．鹿児島市においては、（仮称）かごしま郡山風力発電事業の関係地域である郡山校区コミュニテ

ィ協議会、花尾地域コミュニティ協議会及び南方まちづくり協議会から積極的に地域の情報を収

集し、県及び事業者に伝えること。 

３．鹿児島市においては、令和６年３月２６日に総務省が発表している「太陽光発電設備等の導入

に関する調査＜結果に基づく勧告＞」を確認し、地域との間に生じているトラブルに関して適切

に対応すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


